
高
校
国
語

専
門
問
題
例

例
一

次
の
文
章
を
読
ん
で
、

～

の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
（
設
問
の
都
合
上
、
表
記
を
改
め
た
箇

(1)

(6)

所
が
あ
る
。
）

（
本
文
省
略
）

波
線
部
ア
～
エ
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
て
書
き
な
さ
い
。

(1)

点
線
部
「
激
し
い
競
争
を
経
験
し
て
き
た
」
を
例
に
な
ら
っ
て
単
語
に
分
け
な
さ
い
。

(2)

（
例
）

雨
－
が
－
や
み
－
雲
間
－
か
ら
－
光
－
が
－
さ
す
。

二
重
傍
線
部
「
解
放
」
の
対
義
語
を
漢
字
二
字
で
答
え
な
さ
い
。

(3)

傍
線
部
Ａ
「
量
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
き
さ
と
い
う
面
と
、
ベ
ク
ト
ル
の
多
様
さ
と
い
う
質
的
な
面
」

(4)
と
あ
る
が
、
「
量
的
な
面
」
と
「
質
的
な
面
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
そ
れ
ぞ
れ
三
十
字
以
上
四
十

字
以
内
で
答
え
な
さ
い
。

傍
線
部
Ｂ
「
ふ
る
さ
と
は
他
人
と
の
『
つ
な
が
り
』
に
よ
る
満
足
を
約
束
す
る
は
ず
で
あ
る
」
と
あ

(5)
る
が
、
そ
の
理
由
を
八
十
字
以
上
九
十
字
以
内
で
答
え
な
さ
い
。

筆
者
は
本
文
に
お
い
て
、
「
新
し
い
ふ
る
さ
と
」
と
は
ど
う
い
う
も
の
だ
と
述
べ
て
い
る
か
。
八
十

(6)
字
以
上
九
十
字
以
内
で
答
え
な
さ
い
。

（
令
和
三
年
度
）

例
二

次
の
文
章
は
、
作
者
の
子
が

賭
弓

（
宮
中
で
行
わ
れ
る
弓
の
競
技
）
の
射
手
に
選
ば
れ
た
こ
と

の
り
ゆ
み

に
関
す
る
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
、

～

の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

(1)

(7)

人
は
、
め
で
た
く
造
り
か
か
や
か
し
つ
る
と
こ
ろ
に
、
明
日
な
む
、
今
宵
な
む
と
、
の
の
し
る
な
れ
ど
、

わ
れ
は
、
Ａ

思
ひ
し
も
し
る
く
、
か
く
て
も
あ
れ
か
し
に
な
り
に
た
る
な
め
り
。
さ
れ
ば
、
げ
に
懲
り
に

し
か
ば
な
ど
、
思
ひ
の
べ
て
あ
る
ほ
ど
に
、
三
月
十
日
の
ほ
ど
に
、
内
裏
の
賭
弓
の
こ
と
あ
り
て
、
い
み

じ
く
い
と
な
む
な
り
。
幼
き
人
、
し
り
へ
の
方
に
と
ら
れ
て
出
で
に
た
り
。
「
方
勝
つ
も
の
な
ら
ば
、
そ

の
方
の
舞
も
す
べ
し
」
と
あ
れ
ば
、
こ
の
ご
ろ
は
、
よ
ろ
づ
忘
れ
て
、
こ
の
こ
と
を
急
ぐ
。
舞
な
ら
す
と

て
、
日
々
に
楽
を
し
の
の
し
る
。
出
居
に
つ
き
て
、
賭
物
と
り
て
ま
か
で
た
り
。
Ｂ

い
と
ゆ
ゆ
し
と
ぞ
う

ち
見
る
。

十
日
の
日
に
な
り
ぬ
。
今
日
ぞ
、
こ
こ
に
て
試
楽
の
や
う
な
る
こ
と
す
る
。
舞
の
師
、

多
好
茂

、

お
ほ
の
よ
し
も
ち

女
房
よ
り
あ
ま
た
の
物
か
づ
く
。
男
方
も
、
あ
り
と
あ
る
か
ぎ
り
脱
ぐ
。
「
殿
は
御
ａ

物
忌
な
り
」
と
て
、

を
の
こ
ど
も
は
さ
な
が
ら
来
た
り
。
事
果
て
が
た
に
な
る
夕
暮
に
、
好
茂
、
胡
蝶
楽
舞
ひ
て
出
で
来
た
る

に
、
黄
な
る
ｂ

単
衣
脱
ぎ
て
か
づ
け
た
る
人
あ
り
。
折
に
あ
ひ
た
る
こ
こ
ち
す
。
ま
た
十
二
日
、
「
し
り

へ
の
方
人
さ
な
が
ら
集
ま
り
て
舞
は
す
べ
し
。
こ
こ
に
は
弓
場
な
く
て
悪
し
か
り
ぬ
べ
し
」
と
て
、
Ｃ

か

し
こ
に
の
の
し
る
。
「
殿
上
人
数
を
多
く
つ
く
し
て
集
ま
り
て
、
好
茂
埋
も
れ
て
な
む
」
と
聞
く
。
わ
れ

は
い
か
に
い
か
に
と
Ｄ

う
し
ろ
め
た
く
思
ふ
に
、
夜
更
け
て
、
送
り
人
あ
ま
た
な
ど
し
て
も
の
し
た
り
。

さ
て
、
と
ば
か
り
あ
り
て
、
人
々
あ
や
し
と
思
ふ
に
、
は
ひ
入
り
て
、
「
こ
れ
が
い
と
ら
う
た
く
舞
ひ
つ

る
こ
と
語
り
に
な
む
も
の
し
つ
る
。
み
な
人
の
泣
き
あ
は
れ
が
り
つ
る
こ
と
。
明
日
明
後
日
、
物
忌
、
い

か
に
お
ぼ
つ
か
な
か
ら
む
。
五
日
の
日
、
ま
だ
し
き
に
渡
り
て
、
こ
と
ど
も
は
す
べ
し
」
な
ど
言
ひ
て
、

帰
ら
れ
ぬ
れ
ば
、
Ｅ

常
は
ゆ
か
ぬ
こ
こ
ち
も
、
あ
は
れ
に
う
れ
し
う
お
ぼ
ゆ
る
こ
と
か
ぎ
り
な
し
。

（
『
蜻
蛉
日
記
』
よ
り
。
）
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（
注
）
「
人
」
＝
作
者
の
夫
。
（
こ
の
時
、
夫
は
新
邸
を
造
営
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
）

「
し
り
へ
」
＝
（
弓
の
競
技
の
）
後
手
組
。

「
出
居
」
＝
練
習
場
。

「
五
日
の
日
」
＝

十
五
日
。
（
こ
の
日
に
賭
弓
が
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
）

二
重
傍
線
部
ａ
・
ｂ
の
漢
字
の
読
み
を
、
そ
れ
ぞ
れ
現
代
仮
名
遣
い
で
答
え
な
さ
い
。

(1)

次
の
文
は
、
波
線
部
「
な
め
り
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
空
欄
に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を

(2)
答
え
な
さ
い
。

「
な
め
り
」
は
断
定
の
助
動
詞
の

①

形
に

②

の
助
動
詞
の
終
止
形
が
接
続
し
た
「
な
る
め

り
」
の
撥
音
便
「

③

」
の
撥
音
が
無
表
記
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

傍
線
部
Ａ
・
Ｂ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。

(3)

傍
線
部
Ｃ
に
つ
い
て
、
「
か
し
こ
」
の
指
す
内
容
を
明
ら
か
に
し
て
、
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。

(4)

傍
線
部
Ｄ
と
あ
る
が
、
何
に
対
し
て
そ
う
思
っ
て
い
た
の
か
、
「
と
い
う
こ
と
」
に
続
く
形
で
、
二

(5)
十
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。

傍
線
部
Ｅ
に
つ
い
て
、
そ
の
理
由
を
三
十
五
字
以
上
四
十
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。

(6)

次
の
ア
～
エ
を
、
成
立
し
た
年
代
の
古
い
も
の
か
ら
順
に
並
べ
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

(7)
ア

蜻
蛉
日
記

イ

十
六
夜
日
記

ウ

土
佐
日
記

エ

更
級
日
記

（
令
和
三
年
度
）

例
三

次
の
文
章
を
読
ん
で
、

～

の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
（
設
問
の
都
合
上
、
表
記
を
改
め
た
箇

(1)

(6)

所
が
あ
る
。
）

ク

み
ま
ヒ

ノ

ヲ

あ
フ

ノ

ム
ル
ニ

ヲ

リ
テ

ニ

苟

巨

伯
、
遠

看
二

友

人

疾
一

、
値
二

胡

賊

攻
一レ

郡
。
友

人

語
二

巨

伯
一

ハ
ク

セ
ン

ル

ハ
ク

ク

リ
テ

ル
ニ

曰
、
吾
、
今

死

矣
。
子
、
可
レ

去
。
巨

伯

曰
、
遠

来

相

視
、

子

令

吾

去
。

そ
こ
な
ヒ

ヲ

テ

ム
ル
ハ

ヲ

ニ

リ

ヒ
テ

ニ

ハ
ク

敗
レ

義

以

求
レ

生
、

豈

苟

巨

伯

所

行

邪
。
賊

既

至
、
謂
二

巨

伯
一

曰
、
大

リ
テ

シ
キ
ニ

ノ

ニ
シ
テ

へ
テ

リ

マ
レ
ル
ヤ
ト

ハ
ク

軍

至
、
一

郡

尽

空
、
汝
、
何

男

子

而

敢

独

止
。

巨

伯

曰
、
友

人

リ

ビ

す
ツ
ル
ニ

ヲ

テ

ガ

ヲ

ヘ
ン
ト

ノ

ニ

ヒ
テ

ハ
ク

有
レ

疾
、
不
レ

忍
レ

委
レ

之
。

寧

以
二

我

身
一

代
二

友

人

命
一

。
賊

相

謂

曰
、
我

ニ
シ
テ

ラ
ン
ヤ
ト

ニ

ニ

ラ
シ
テ

ヲ

ル

ビ
ニ

輩

無

義

之

人

、
而

入
二

之

国
一

。
遂

班
レ

軍

而

還
。
一

郡

並

タ
リ

キ
ヲ

獲
レ

全
。

（
『
世
説
新
語
』
よ
り
。
）

(

注)

「
苟
巨
伯
」
＝
河
南
省
の
人
。
後
漢
桓
帝
の
こ
ろ
の
人
。

「
胡
賊
」
＝
北
方
の
異
民
族
。

「
相
視
」
＝
会
っ
て
安
否
を
確
か
め
る
こ
と
。

「
班
軍
」
＝
軍
隊
を
引
き
返
す
こ
と
。

波
線
部
①
～
③
の
漢
字
の
読
み
を
送
り
仮
名
も
含
め
て
現
代
仮
名
遣
い
で
書
き
な
さ
い
。

(1)

傍
線
部
Ａ
を
す
べ
て
ひ
ら
が
な
で
書
き
下
し
、
現
代
語
訳
も
し
な
さ
い
。

(2)

傍
線
部
Ｂ
を
「
所
行
」
の
内
容
を
具
体
的
に
示
し
て
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。

(3)

傍
線
部
Ｃ
と
は
対
照
的
な
部
分
を
抜
き
出
し
な
さ
い
。
た
だ
し
、
訓
点
は
含
ま
な
い
。

(4)

本
文
中
の

に
入
る
最
も
適
切
な
語
を
、
漢
字
二
字
で
書
き
な
さ
い
。

(5)

①

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

②

③
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傍
線
部
Ｄ
と
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
結
末
に
至
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
本
文
の
内
容
を
踏
ま
え
て
二
十

(6)
五
字
以
上
三
十
五
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。

（
令
和
二
年
度
）

例
四

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
「
第
２
章

各
学
科
に
共
通
す
る
各
教
科
」
「
第
１
節

国
語
」
の
内

容
に
つ
い
て
、

～

に
答
え
な
さ
い
。

(1)

(3)

次
の
文
は
、
「
第
１
款

目
標
」
の
一
部
で
あ
る
。
文
章
中
の

①

～

⑥

に
あ
て
は
ま
る
語

(1)
句
を
答
え
な
さ
い
。

生
涯
に
わ
た
る

①

に
お
け
る

②

と
の
関
わ
り
の
中
で

③

を
高
め
、
思
考
力
や

(2)
想
像
力
を
伸
ば
す
。

言
葉
の
も
つ

④

へ
の
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
言
語
感
覚
を

⑤

、
我
が
国
の
言

(3)
語
文
化
の

⑥

と
し
て
の
自
覚
を
も
ち
、
生
涯
に
わ
た
り
国
語
を
尊
重
し
て
そ
の
能
力
の
向

上
を
図
る
態
度
を
養
う
。

次
の
文
は
、
「
第
２
款

各
科
目
」
「
第
１

現
代
の
国
語
」
「
２

内
容
」
〔
知
識
及
び
技
能
〕
の

(2)
一
部
で
あ
る
。
文
章
中
の

①

～

④

に
あ
て
は
ま
る
語
句
を
答
え
な
さ
い
。

話
や
文
章
に
含
ま
れ
て
い
る
情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で

(2)
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

ア

主
張
と

①

な
ど
情
報
と
情
報
と
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。

イ

個
別
の
情
報
と

②

さ
れ
た
情
報
と
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。

ウ

③

の
仕
方
を
理
解
し
使
う
こ
と
。

エ

情
報
の

④

や
信
頼
性
の
吟
味
の
仕
方
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
使
う
こ
と
。

次
の
文
は
、
「
第
２
款

各
科
目
」
「
第
２

言
語
文
化
」
「
２

内
容
」
〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表

(3)
現
力
等
〕
の
「
Ｂ

読
む
こ
と
」
の
一
部
で
あ
る
。

①

～

⑤

に
あ
て
は
ま
る
語
句
を
後
の
ａ

～
ｊ
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

読
む
こ
と
に
関
す
る
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

(1)
ア

文
章
の

①

を
踏
ま
え
て
、
内
容
や
構
成
、
展
開
な
ど
に
つ
い
て

②

を
基
に
的
確

に
捉
え
る
こ
と
。

ウ

文
章
の
構
成
や
展
開
、
表
現
の
仕
方
、
表
現
の
特
色
に
つ
い
て

③

す
る
こ
と
。

エ

作
品
や
文
章
の
成
立
し
た

④

や
他
の
作
品
な
ど
と
の
関
係
を
踏
ま
え
、
内
容
の
解
釈

を
深
め
る
こ
と
。

オ

作
品
の
内
容
や
解
釈
を
踏
ま
え
、
自
分
の
も
の
の
見
方
、
感
じ
方
、
考
え
方
を
深
め
、
我

が
国
の
言
語
文
化
に
つ
い
て
自
分
の

⑤

を
も
つ
こ
と
。

ａ

思
い

ｂ

考
え

ｃ

叙
述

ｄ

過
程

ｅ

描
写

ｆ

理
解

ｇ

評
価

ｈ

吟
味

ｉ

背
景

ｊ

種
類

（
令
和
二
年
度
）
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例
五

次
の
文
章
を
読
ん
で
、

～

の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
（
設
問
の
都
合
上
、
表
記
を
改
め
た
箇

(1)

(7)

所
が
あ
る
。
）

北
山
の
辺
に
Ａ

よ
し
あ
る
所
の
あ
り
し
を
、
は
か
な
く
な
り
し
人
の
領
ず
る
所
に
て
、
花
の
盛
り
、
秋

の
野
辺
な
ど
見
に
は
、
常
に
通
ひ
し
か
ば
、
誰
も
見
し
折
も
あ
り
し
を
、
あ
る
聖
の
物
に
な
り
て
と
聞
き

し
を
、
Ｂ

ゆ
か
り
あ
る
こ
と
あ
り
し
か
ば
、
せ
め
て
の
こ
と
に
、
忍
び
て
渡
り
て
見
れ
ば
、
面
影
は
先
立

ち
て
、
ま
た
Ｃ

か
き
暗
さ
る
る
さ
ま
ぞ
、
言
ふ
方
な
き
。
磨
き
つ
く
ろ
は
れ
し
庭
も
、
浅
茅
が
原
、
蓬
が

杣
に
な
り
て
、
葎
も
苔
も
茂
り
つ
つ
、
あ
り
し
け
し
き
に
も
あ
ら
ぬ
に
、
植
ゑ
し
小
萩
は
茂
り
あ
ひ
て
、

北
南
の
庭
に
乱
れ
伏
し
た
り
。
藤
袴
う
ち
か
を
り
、
ひ
と
む
ら
す
す
き
も
、
ま
こ
と
に
虫
の
音
繁
き
野
辺

と
見
え
し
に
、
車
寄
せ
て
下
り
し
妻
戸
の
も
と
に
て
、
た
だ
ひ
と
り
Ｄ

な
が
む
る
に
、
さ
ま
ざ
ま
思
ひ
出

づ
る
こ
と
な
ど
、
言
ふ
も
な
か
な
か
な
り
。
例
の
も
の
も
覚
え
ぬ
や
う
に
か
き
乱
る
心
の
内
な
が
ら
、

Ｅ

露
消
え
し
あ
と
は
野
原
と
な
り
は
て
て
あ
り
し
に
も
似
ず
荒
れ
は
て
に
け
り

跡
を
だ
に
形
見
に
見
む
と
思
ひ
し
を
さ
て
し
も
い
と
ど
か
な
し
さ
ぞ
添
ふ

東
の
庭
に
、
柳
桜
の
同
じ
丈
な
る
を
交
ぜ
て
、
あ
ま
た
植
ゑ
並
べ
た
り
し
を
、
ひ
と
と
せ
の
春
、
も
ろ

と
も
に
見
し
こ
と
も
、
た
だ
今
の
心
地
す
る
に
、
梢
ば
か
り
は
、
さ
な
が
ら
あ
る
も
、
心
憂
く
悲
し
く
て
、

Ｆ

植
ゑ
て
見
し
人
は
か
れ
ぬ
る
あ
と
に
な
ほ
残
る
梢
を
見
る
も
露
け
し

わ
が
身
も
し
春
ま
で
あ
ら
ば
尋
ね
見
む
花
も
そ
の
世
の
こ
と
（

）
忘
れ
そ

（
『
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』
よ
り
。
）

（
注
）
「
は
か
な
く
な
り
し
人
」
＝
こ
の
人
と
作
者
と
は
恋
愛
関
係
に
あ
っ
た
。

傍
線
部
Ａ
・
Ｄ
の
意
味
を
そ
れ
ぞ
れ
答
え
な
さ
い
。

(1)

傍
線
部
Ｂ
を
、
そ
の
相
手
を
補
っ
て
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。

(2)

傍
線
部
Ｃ
と
は
ど
の
よ
う
な
様
子
か
。
そ
の
理
由
も
明
ら
か
に
し
て
五
十
字
以
上
六
十
字
以
内
で
説

(3)
明
し
な
さ
い
。

傍
線
部
Ｅ
に
つ
い
て
、
次
の
ａ
・
ｂ
に
答
え
な
さ
い
。

(4)
ａ

こ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
和
歌
の
技
巧
を
説
明
し
な
さ
い
。

ｂ

「
あ
り
し
」
を
簡
潔
に
言
い
表
し
て
い
る
箇
所
を
九
字
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。

傍
線
部
Ｆ
を
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。

(5)

（

）
に
あ
て
は
ま
る
副
詞
を
答
え
な
さ
い
。

(6)

「
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
」
と
成
立
し
た
時
代
が
同
じ
で
あ
る
作
品
を
、
次
の
ア
～
エ
か
ら
二
つ
選

(7)
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

十
六
夜
日
記

イ

和
漢
朗
詠
集

ウ

風
姿
花
伝

エ

発
心
集

（
令
和
元
年
度
）

例
六

次
の
文
章
を
読
ん
で
、

～

の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
（
設
問
の
都
合
上
、
表
記
を
改
め
た
箇

(1)

(6)

所
が
あ
る
。
）

ニ

ク

ノ

ハ
シ
キ
ハ

フ

フ
ル
ニ

ム
ル

ヲ

ノ

ハ
シ
キ
ハ

フ

ル
ニ

ム

伝

曰
、
賞

疑

従
レ

与
。
所
二

以

広
一
レ

恩

也
。
罰

疑

従
レ

去
。
所
二

以

慎
一
レ

ヲ

ト

リ
テ

げ
う

ニ

か
う

え
う

ル

ト

Ａ

フ
コ
ト

サ
ン
ト

ヲ

タ
ビ

刑

也
。
当
二

堯

之

時
一

、
皐

陶

為
レ

士
。
将
レ

殺
レ

人
。
皐

陶

曰
レ

殺
レ

之

三
、

フ
コ
ト

ゆ
る
メ
ヨ
ト

ヲ

タ
ビ
ナ
リ
キ

ニ

レ

ノ

ル

ヲ

キ
ヲ

シ
テ

シ
メ
リ

ガ

堯

曰
レ

宥
レ

之

三

。

故

天

下

畏
二

皐

陶

執
レ

法

之

堅
一

、
而

楽
二

堯
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フ
ル

ヲ

ナ
ル
ヲ

ク

こ
ん

シ
ト

フ

ク

ナ
リ

は
う
シ

ヲ

や
ぶ
ル
ト

ヲ

用
レ

刑

之

寛
一

。
四

岳

曰
、
鯀

可
レ

用
。
堯

曰
、
不

可
。
鯀

方
レ

命

圮
レ

族
。

ニ
シ
テ

ク

Ｂ

ミ
ン
ト

ヲ

ゾ

シ
テ

カ

サ
ン
ト
ス
ル
ヲ

ヲ

ヘ
ル

既

而

曰
、
試
レ

之
。
何

堯

之

不
レ

聴
二

皐

陶

之

殺
一
レ

人
、
而

従
二

四

岳

ヒ
ン
ト
ス
ル
ニ

ヲ

ラ
バ

①

②

シ

ル

ニ

ク

ノ

之

用
一
レ

鯀

也
。
然

則

聖

人

之

意
、
蓋

亦

可
レ

見

矣
。
書

曰
、
罪

ハ
シ
キ
ハ

レ

ク
セ
ヨ

ノ

ハ
シ
キ
ハ

レ

ク
セ
ヨ

Ｃ

リ
ハ

ノ

サ
ン

ふ

こ
ヲ

ロ

セ
ヨ
ト

ふ

け
い
ニ

③

疑

惟

軽
。
功

疑

惟

重
。

与
三

其

殺
二

不

辜
一

、
寧

失
二

不

経
一

。

嗚

呼

セ
リ

ヲ

ク

テ

ス

シ

テ

カ
ル

ス
ル

ス
レ
バ

ヲ

グ

ニ

Ｄ

ク

テ

ス

シ

尽
レ

之

矣
。
可
二

以

賞
一

、
可
二

以

無
一
レ

賞
。
賞
レ

之

過
二

乎

仁
一

。
可
二

以

罰
一

、
可
二

テ

カ
ル

ス
ル

ス
レ
バ

ヲ

グ

ニ

グ
ル
ハ

ニ

ハ

ル
ヲ

グ
レ
バ

ニ

以

無
一
レ

罰
。
罰
レ

之

過
二

乎

義
一

。
過
二

乎

仁
一

、
不
レ

失
レ

為
二

君

子
一

。
過
二

乎

義
一

、

チ

レ
テ

ル

に
ん

じ
ん
ニ

Ｅ

ニ

ハ

キ

グ

ハ

ル

カ
ラ

グ

則

流

而

入
二

於

忍

人
一

。
故

仁

可
レ

過

也
、
義

不
レ

可
レ

過

也
。

（
『
続
文
章
軌
範
』
よ
り
。
）

(

注)

「
伝
」
＝
古
い
書
物
。

「
堯
之
時
」
＝
堯
帝
の
時
代
。

「
皐
陶
」
＝
帝
の
臣
下
。

「
士
」
＝
裁
判
官
。

「
四
岳
」
＝
四
方
の
諸
侯
。

「
鯀
」
＝
人
名
。

「
方
命
」
＝
命
令
を
放
置
す
る
こ
と
。

「
圮
族
」
＝
善
人
を
害
す
る
。

「
書
」
＝
「
書
経
」
。

「
不
辜
」
＝
無
実
の
人
。

「
失
不
経
」
＝
法
に
従
わ
な
い
こ
と
。

「
忍
人
」
＝
残
忍
な
人
。

波
線
部
①
～
③
の
漢
字
の
読
み
を
送
り
仮
名
も
含
め
て
現
代
仮
名
遣
い
で
書
き
な
さ
い
。

(1)

傍
線
部
Ａ
を
書
き
下
し
、
現
代
語
訳
も
し
な
さ
い
。

(2)

傍
線
部
Ｂ
は
誰
を
ど
う
す
る
こ
と
か
。
十
字
以
内
で
答
え
な
さ
い
。

(3)

傍
線
部
Ｃ
を
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。

(4)

傍
線
部
Ｄ
が
表
す
内
容
と
ほ
ぼ
同
意
の
部
分
を
本
文
中
か
ら
漢
字
二
字
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。

(5)

傍
線
部
Ｅ
と
あ
る
が
、
「
仁
」
は
過
ぎ
て
も
よ
い
が
「
義
」
は
過
ぎ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
理
由
を
、

(6)
「
仁
」
と
「
義
」
を
対
比
し
な
が
ら
、
四
十
字
以
上
五
十
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。（

令
和
元
年
度
）
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高
校
国
語

正
答
例

問
題
番
号

正

答

例

ア

顕
著

イ

寿
命

ウ

模
索

エ

富
裕

(1)

激
し
い
－
競
争
－
を
－
経
験
し
－
て
－

き
－
た

(2)

拘
束
、
束
縛

(3)

団
塊
の
世
代
が
退
職
後
、
自
然
や
人
と
の
つ

量
的
な
面

な
が
り
を
求
め
て
ふ
る
さ
と
に
向
か
う
流
れ

の
こ
と
。

さ
ま
ざ
ま
な
目
的
意
識
で
ふ
る
さ
と
に
移
り

質
的
な
面

住
み
、
ふ
る
さ
と
を
日
常
の
生
活
の
場
に
す

例
一

る
こ
と
。

ふ
る
さ
と
の
維
持
に
は
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
つ
く
り
出

す
行
動
を
積
み
重
ね
る
長
い
時
間
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ

の
ぶ
ん
つ
な
が
り
が
信
じ
ら
れ
る
も
の
と
な
り
、
生
涯
に

わ
た
る
幸
福
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
と
な
る
か
ら
。

ふ
る
さ
と
が
外
に
開
か
れ
他
の
地
域
に
住
む
人
び
と
と
結

び
つ
く
と
い
う
観
点
と
、
ふ
る
さ
と
と
い
う
意
識
と
一
体

感
を
持
つ
人
び
と
の
内
な
る
活
動
と
い
う
観
点
の
二
つ
が
、

相
互
に
働
き
あ
っ
て
形
づ
く
ら
れ
る
ふ
る
さ
と
の
こ
と
。

ａ

も
の
い
み

ｂ

ひ
と
え

(1)

①

連
体

（
形
）

②

推
量

③

な
ん
め
り

(2)

Ａ

思
っ
た
と
お
り

Ｂ

た
い
そ
う
す
ば
ら
し
い

例
二

夫
の
家
で
大
騒
ぎ
す
る
。

(4)

わ
が
子
が
無
事
に
舞
う
こ
と
が
で
き
た
か
ど
う
か
（
と

い
う
こ
と
）

わ
が
子
の
立
派
に
舞
っ
た
姿
を
夫
が
た
い
そ
う
誇
ら
し

く
感
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
か
ら
。

ウ

→

ア

→

エ

→

イ

(7)

①

べ
し

②

こ
と
ご
と
く

③

む
し
ろ

(1)

書
き
下
し
文

し
わ
れ
を
し
て
さ
ら
し
め
ん
と
す
。

現
代
語
訳

あ
な
た
は
わ
た
し
に
逃
げ
さ
せ
よ
う
と
す
る
。

ど
う
し
て
苟
巨
伯
は
友
人
を
見
捨
て
て
自
分
が
生
き
延
び

例
三

る
行
い
を
し
よ
う
か
。
い
や
し
な
い
。

（
大
軍
至
、）
一
郡
尽
空

(4)

有
義

(5)

友
人
思
い
の
苟
巨
伯
の
言
動
に
賊
た
ち
が
感
心
し
、
攻
撃

す
る
の
を
や
め
た
か
ら
。

①

社
会
生
活

②

他
者

③

伝
え
合
う
力

④

価
値

⑤

磨
き

⑥

担
い
手

例
四

①

論
拠

②

一
般
化

③

推
論

④

妥
当
性

①

ｊ

②

ｃ

③

ｇ

④

ｉ

⑤

ｂ

(3) （3） （4）（5）（6） （5）（6）（2）（3）（6）（2）（1）
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問
題
番
号

正

答

例

Ａ

風
情
の
あ
る

Ｄ

物
思
い
に
沈
ん
で
ぼ
ん
や
り
と
見
る

そ
の
聖
と
は
縁
故
が
あ
っ
た
の
で

(2)

亡
く
な
っ
た
恋
人
と
過
ご
し
た
思
い
出
の
場
所
を
訪
ね
た

の
で
、
恋
人
の
面
影
が
目
の
前
に
浮
か
び
、
涙
で
目
の
前

(3)

が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
様
子
。

例
五

ａ

「
消
え
」
は
「
露
」
の
縁
語
で
あ
る
。

ｂ

磨
き
つ
く
ろ
は
れ
し
庭

植
え
て
観
賞
し
た
人
は
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
の
あ
と

に
、
依
然
と
し
て
残
る
梢
を
見
る
に
つ
け
て
も
、
涙
が
誘

(5)

わ
れ
る
。

な

(6)

ア
、
エ

(7)

①

す
な
わ
ち

②

け
だ
し

③

あ
あ

(1)

書
き
下
し

将
に
人
を
殺
さ
ん
と
す
。

現
代
語
訳

今
に
も
人
を
殺
そ
う
と
し
た
。

鯀
を
登
用
す
る
こ
と
。

(3)

例
六

無
実
の
人
を
殺
す
よ
り
は
、
法
に
従
わ
な
い
方
が
よ
い
、

と
。罰

疑
（
「
罪
疑
」
も
可
）

(5)

「
仁
」
が
過
ぎ
て
も
君
子
と
す
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
が
、

「
義
」
が
過
ぎ
る
と
残
忍
な
人
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
。

(6) （1）（4）（2）（4）
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